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研究成果の概要（和文）：炎症性腸疾患における宿主・微生物間の相互作用を検討し、以下の成果を得た。腸内
細菌叢によるリボヌクレオプロテイン複合体生合成、サイトカインシグナル活性化が、大腸粘膜のDNA修復や
IFN-γシグナル等に影響を与え、免疫チェックポイント阻害薬の反応性、免疫関連大腸炎に関連する。免疫チェ
ックポイント阻害薬による免疫関連大腸炎は、潰瘍性大腸炎との間に腸組織と微生物組成に機能的な類似性をみ
とめるが、Bacteroides種の減少により、脂肪酸輸送システムが両病態で亢進し、免疫細胞が再構築される。
多発性硬化症に腸内細菌叢が関与し、クルクミンモノグルクロニドにより組織学的、臨床的な変調をきたす。

研究成果の概要（英文）：Host-microbe interactions in inflammatory bowel disease were investigated. 
Activation of ribonucleoprotein complex biosynthesis and cytokine signaling pathway mediated by the 
gut microbiota affected DNA repair, IFN-γ signaling, etc. in the colonic mucosa and was associated 
with response to immune checkpoint inhibitors and immune-related colitis. Immune checkpoint 
inhibitor-induced immune-associated colitis showed functional similarities in gut tissue and 
microbial composition with ulcerative colitis, but decreased Bacteroides species resulted in an 
enhanced fatty acid transport system and immune cell reorganization in both diseases.
The gut microbiota is involved in pathogenesis of multiple sclerosis and curcumin monoglucuronide 
modulated microbiota and the pathogenesis histologically. 

研究分野：医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、炎症を伴う各種疾患における宿主とその環境との相互作用は、生体分子を介した化学コミュ
ニケーションとして作用することが明らかとなった。また、免疫チェックポイント阻害薬による重篤な消化管免
疫関連有害事象および効果にヒト大腸粘膜―腸内細菌の相互作用を見出すことは臨床的意義が大きく、コミュニ
ケーションを変容させことによる治療効果の向上へと繋がる。また、炎症による炎症性腸疾患、中枢神経系疾
患、発がんにおける腸内細菌叢の変化による機能的変容の解明は、今後の新しい治療法、治療薬創薬に繋がる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
がんおよび感染症の分野においてその解析から precision medicine への展開に向け、研究開発
が進められている。次世代シーケンサーを用いた細菌叢の全ゲノム解析技術は、細菌叢を構成す
る細菌の構成を解析することを可能にし、各種病態との関連性が明らかになりつつある。我々は
これまでに、次世代シーケンスを用いた種々のヒトがん組織の分子異常検出とその機能解析を
行ってきた。また、皮膚細菌叢や腸内細菌叢のメタゲノムの解析経験を有する。がん患者の腸内
細菌叢については、炎症性疾患が腸内細菌叢およびそこからの代謝産物に及ぼす影響は未だ明
らかではなく、代謝産物を通じての宿主正常組織に及ぼす影響、すなわち発癌リスクに対する影
響の解析はなされてこなかった。また、新しい癌治療法である免疫チェックポイント阻害薬の効
果及び有害事象に対する腸内細菌叢、その代謝産物の影響も明らかではない。炎症を伴う疾患に
おける宿主とその環境との相互作用は、生体分子を介した化学コミュニケーションとして作用
すると考えられる。炎症性腸疾患のみならず、発がん、中枢神経系疾患等における細菌叢とヒト
細胞の化学コミュニケーションを解明し、機能的な相互作用を解析することにより、治療の標的
および創薬へと繋げることができると考えた。これらのアプローチ、特に機能的な相互作用の解
析は国内外でほとんど実施されていない。抗がん薬の領域において免疫の仕組みに作用する免
疫チェックポイント阻害薬をはじめとする免疫療法の最適な患者選択には、癌組織の解析だけ
ではなく、ヒトを宿主とする細菌叢との化学コミュニケーションの解明により、ヒト―細菌叢間
化学コミュニケーションの理解を起点としたケミカルツール・創薬シーズの開発の新たな切り
口となることが期待される。 
 
２．研究の目的 
ヒト―細菌叢間の化学コミュニケーションが関与する疾患について、微小環境における宿主と
細菌叢との相互作用を解析することにより、疾患の分子機構の解明と治療薬の創出に繋げるこ
とを目的とする。本研究では炎症に起因する病態における宿主とその微小環境との相互作用は、
生体リガンドを介した化学コミュニケーションとして作用すると仮説した。抗がん薬の領域に
おいて免疫チェックポイント阻害薬は、その効果及び有害事象に、ヒト-細菌叢との間の化学コ
ミュニケーションが重要と推察した。また、炎症性腸疾患および炎症が介在する消化器がん、中
枢神経炎症疾患である多発性硬化症に焦点をあて、微小環境における宿主と細菌叢との相互作
用を解析することにより、疾患の分子機構の解明と治療薬の創出につなげることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）炎症性腸疾患の病態と発がんリスクに対する宿主・微生物間の相互作用の検討 
炎症性腸疾患からの大腸がん発がんモデルとして、BALB/cAJcl マウスに対する azoxymethane
（AOM）及び dextran sodium sulfate（DSS）投与モデルを構築した。DSS/AOM 投与後、大腸に腫
瘍を認めたマウスの非腫瘍部の大腸粘膜組織の遺伝子発現解析及び細菌叢解析を実施し、宿主・
微生物間の相互作用を検討した。 
（２）腸粘膜組織における宿主・微生物間の相互作用と抗がん薬の有効性・副作用との関連性に
ついての検討 
免疫チェックポイント阻害薬の投与を受けたがん患者の腸粘膜組織の遺伝子発現解析及び細菌
叢解析を行い、免疫チェックポイント阻害薬の有効性と副作用に関連する分子プロファイルを
統合解析した。 
（３）腸粘膜組織における宿主・微生物間の相互作用における免疫関連有害事象と炎症性腸疾患
の類似性と異質性の検討 
免疫チェックポイント阻害薬の投与を受け免疫関連有害事象（irAE 大腸炎）を生じた患者と炎
症性腸疾患患者の大腸粘膜組織の遺伝子発現解析及び細菌叢解析を行い、宿主・微生物間の相互
作用の観点から両疾患の類似性と異質性を検討した。 
（４）中枢神経炎症疾患と細菌叢の化学コミュニケーションからの病態及び新規治療化合物の
検討 
中枢神経炎症疾患である多発性硬化症のマウスモデルとして、SJL/J マウスにマウス脳脊髄炎ウ
イルス (TMEV)を感染させ多発性硬化症様疾患を引き起こすモデルを用いた。TMEV 感染後、経時
的に糞便中の細菌叢を測定し、中枢神経系の遺伝子発現情報との相関を解析した。クルクミンの
プロドラッグ型化合物であるクルクミンモノグルクロニド（CMG）を多発性硬化症モデルマウス
に投与し、炎症の抑制による CMG の有効性検討及び腸内細菌叢の変動を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）炎症性腸疾患の病態と発がんリスクに対する宿主・微生物間の相互作用の検討 
DSS/AOM 発癌マウスモデルを用いて、非腫瘍部の大腸粘膜組織の遺伝子発現及び糞便サンプル
の細菌叢の相互作用を検討した。図１に、DSS/AOM 発癌マウスモデルにおける大腸粘膜 HE 画像



（A）、細菌叢プロファイルにより抽出さ
れたパスウェイ（B）、非腫瘍部大腸粘膜
組織の遺伝子発現解析により抽出された
パスウェイ（C）を示す。大腸粘膜組織に
おいて脂肪酸代謝、酸化的リン酸化、
PI3K-AKT-mTOR 経路に関連するパスウェ
イが濃縮され、細菌叢においてスフィン
ゴ糖脂質シグナルとリポアラビノマンナ
ン生合成経路が集積していることが明ら
かになった。これらの結果は、大腸炎に
よる発がんにおける PI3K-AKT-mTOR 経
路とリポアラビノマンナン合成経路の相
互作用を示唆するものであった。（Sakai 
K, Nishio K. et al, Cancers (Basel). 
2021 22;13(15):3683.） 
 
（２）腸粘膜組織における宿主・微生物
間の相互作用と抗がん薬の有効性・副作
用との関連性についての検討 
免疫チェックポイント阻害薬(ICI)は、従
来の抗悪性腫腸管と全身の免疫反応の間
には機能的な相互作用が示唆されている
ことから、がん患者から採取した腸管粘膜サンプルの
遺伝子発現プロファイリングと細菌叢プロファイル
の統合解析により ICI に対する抗腫瘍反応を予測マ
ーカーを検討した。免疫チェックポイント阻害薬の投
与後に消化管免疫関連有害事象(GI-irAE)をきたした
固形癌患者（19名）の大腸粘膜組織、糞便を用いて、
全遺伝子発現解析及び 16S rDNA シークエンスを行っ
た（図 2A）。宿主遺伝子発現・細菌叢組成と GI-irAE
グレード及び ICI の有効性との関連を解析した結果、
相関関係の 7 クラスターが見いだされ（図 2B）、ICI
治療の奏功と関連するメタクラスターを見出した（図
2C）。この統合解析により、大腸粘膜で腸内細菌と相
互作用する宿主遺伝子発現のモジュールやネットワ
ークを特定することができ、がん免疫療法の治療効果
を予測するモデルを構築するための有効な手法であることが示された。（Sakurai T, Sakai K, 
Nishio K. et al, Mol Oncol. 2022;16(7):1493-1507.） 
 
（３）腸粘膜組織における宿
主・微生物間の相互作用におけ
る免疫関連有害事象と炎症性
腸疾患の類似性と異質性の検
討 
免疫チェックポイント阻害薬
の投与を受け免疫関連有害事
象を生じたがん患者（irAE 大腸
炎）と炎症性腸疾患患者（UC）
の大腸粘膜を用いて、遺伝子発
現解析及び細菌叢解析を行っ
た。解析のフローを図 2に示し
た。遺伝子発現解析により、irAE 大
腸炎と UCの炎症部、irAE 大腸炎の
炎症部と非炎症部は高い相関を示
した（図 3A）。一方、UCの炎症部と
非炎症部は相関が認められなかっ
た。細菌叢の解析においては、炎症
部と非炎症部の細菌叢プロファイ
ル が 分 類 さ れ 、 炎 症 部 で
Bacteroides の 減 少 、
Enterobacteria の増加が認められ
た。エンリッチメント解析により、
irAE 大腸炎と UC の炎症部領域には機能的な類似性が示された。irAE 大腸炎の非炎症性粘膜は



UC 患者とは異なり、免疫細胞のリクルートを特徴とし、脂肪酸を含む分子輸送系に関連する経
路は、irAE 大腸炎および UC の炎症部、非炎症部で濃縮されていた。UC は局所的な炎症領域に特
徴づけられるが、ICI 治療による irAE 大腸炎は大腸粘膜の非炎症部領域にも及ぶことが示され
た。(Sakai K, Sakurai T, Nishio K. et al, Front Oncol. 2021 27;11:763468.） 
 
（４）中枢神経炎症疾患と細菌叢の化学コミュニケーションからの病態及び新規治療化合物の
検討 
中枢神経炎症疾患である多発性硬化症の疾患マウスモデルを用い、16S rRNA 解析による細菌叢
変化と Internal transcribed spacer 1(ITS 1)解析による細菌叢の変化と中枢枢神経内のトラ
ンスクリプトームの関連性、両者のクロストークに介在する血中因子の同定を明らかにした。多
発性硬化症に特定の腸内細菌叢が関与していることが見いだされつつある。多発性硬化症など
の免疫介在性疾患の病態に腸内細菌が関与していることを発見した。クルクミンのプロドラッ
グ型であるクルクミンモノグルクロニド（CMG）が実験的自己免疫性脳脊髄炎において、腸内細
菌叢を変化させ、脊髄炎の組織学的、臨床的な変調をきたすことを発見した。 
(Omura S, Nishio K, Tsunoda I et al, Front Immunol. 2020;11:1138. Khadka S, Nishio K, 
Kakeya H, Tsunoda I et al, Front Cell Infect Microbiol. 2021;11:772962.） 
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A, Yoshida M, Suyama K, Kurimoto T, Sugimoto N, Baba E, Seki N, Sato M, Shimura T, Boku N,
Hyodo I, Yamanaka T, Nishio K.

24(3)



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1111/cas.13730

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical Practice Guidance for Next Generation Sequencing in Cancer Diagnosis and Treatment
(Edition 1.0)

Cancer Sci 2980-2985

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sunami K, et al. 109(9)
 １．著者名

10.1038/s41388-018-0517-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An HER3-targeting antibody-drug conjugate incorporating a DNA topoisomerase I inhibitor U3-1402
conquers EGFR tyrosine kinase inhibitor-resistant NSCLC.

Oncogene 1398-1409

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yonesaka K, Takegawa N, Watanabe S, Haratani K, Kawakami H, Sakai K, Chiba Y, Maeda N, Kagari
T, Hirotani K, Nishio K, Nakagawa K.

38(9)
 １．著者名

10.1210/en.2018-00639

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serpina3n, dominantly expressed in female osteoblasts, suppresses the phenotypes of
differentiated osteoblasts in mice.

Endocrinology 3775-3790

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ishida M, Kawao N, Okada K, Tatsumi K, Sakai K, Nishio K, Kaji H. 159(11)
 １．著者名

10.1111/cas.13820

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Exploration of resistance mechanisms for epidermal growth factor receptor-tyrosine kinase
inhibitors based on plasma analysis by digital polymerase chain reaction and next-generation
sequencing.

Cancer Sci 3921-3933

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Iwama E, Sakai K, Azuma K, Harada D, Nosaki K, Hotta K, Nishio M, Kurata T, Fukuhara T,
Akamatsu H, Goto K, Shimose T, Kishimoto J, Nakanishi Y, Nishio K, Okamoto I.

109(12)
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1007/s12282-018-0861-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
HER2 genomic amplification in circulating tumor DNA and estrogen receptor positivity predict
primary resistance to trastuzumab emtansine (T-DM1) in patients with HER2-positive metastatic
breast cancer.

Breast Cancer 605-613

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sakai H, Tsurutani J, Iwasa T, Komoike Y, Sakai K, Nishio K, Nakagawa K. 25(5)
 １．著者名

10.18632/oncotarget.24958

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical characteristics of non-small cell lung cancer harboring mutations in exon 20 of EGFR
or HER2.

Oncotarget 21132-21140

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Takeda M, Sakai K, Hayashi H, Tanaka K, Tanizaki J, Takahama T, Haratani K, Nishio K, Nakagawa
K.

9(30)
 １．著者名

10.18632/oncotarget.25143

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of ALK-rearranged non-small cell lung cancer that responded to ceritinib after
development of resistance to alectinib.

Oncotarget 23315-23319

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Makuuchi Y, Hayashi H, Haratani K, Tanizaki J, Tanaka K, Takeda M, Sakai K, Shimizu S, Ito A,
Nishio K, Nakagawa K.

9(33)
 １．著者名

10.1093/annonc/mdy312

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Heterogeneity of EGFR-mutant clones and PD-L1 highly-expressing clones affects treatment
efficacy of EGFR-TKI and PD-1 inhibitor.

Ann Oncol 2145-2147

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kunimasa K, Nakamura H, Sakai K, Kimura M, Inoue T, Tamiya M, Nishino K, Kumagai T, Nakatsuka
S, Endo H, Inoue M, Nishio K, Imamura F.

29(10)
 １．著者名



2018年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1016/j.canlet.2017.07.013

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clonal composition of human ovarian cancer based on copy number analysis reveals a reciprocal
relation with oncogenic mutation status.

Cancer Lett 22-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sakai K, Ukita M, Schmidt J, Wu L, De Velasco MA, Roter A, Jevons L, Nishio K, Mandai M. 1;405
 １．著者名

10.1186/s12885-017-3664-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Selection of opioids for cancer-related pain using a biomarker: a randomized, multi-
institutional, open-label trial (RELIEF study).

BMC Cancer 674

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Matsuoka H, Tsurutani J, Chiba Y, Fujita Y, Terashima M, Yoshida T, Sakai K, Otake Y, Koyama A,
Nishio K, Nakagawa K.

17
 １．著者名

10.1684/ejd.2018.3281.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genital mucosal melanoma with somatic SF3B1 R625C mutation.

Eur J Dermatol 414-415

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Oiso N, Sakai K, Yanagihara S, Nishio K, Kawada A. 28(3)
 １．著者名

10.1016/j.breast.2018.04.010

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
A randomized phase II trial of trastuzumab plus capecitabine versus lapatinib plus capecitabine
in patients with HER2-positive metastatic breast cancer previously treated with trastuzumab and
taxanes: WJOG6110B/ELTOP.

Breast 67-75

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takano T, Tsurutani J, Takahashi M, Yamanaka T, Sakai K, Ito Y, Fukuoka J, Kimura H, Kawabata
H, Tamura K, Matsumoto K, Aogi K, Sato K, Nishio K, Nakagawa K, Saeki T.

40
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.18632/oncotarget.14983

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The oncoprotein gankyrin promotes the development of colitis-associated cancer through
activation of STAT3

Oncotarget 24762-24776

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Sakurai Toshiharu、Higashitsuji Hiroaki、Kashida Hiroshi、Watanabe Tomohiro、Komeda Yoriaki、
Nagai Tomoyuki、Hagiwara Satoru、Kitano Masayuki、Nishida Naoshi、Abe Takaya、Kiyonari
Hiroshi、Itho Katsuhiko、Fujita Jun、Kudo Masatoshi

8

10.1111/cas.13341

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Gankyrin induces STAT3 activation in tumor microenvironment and sorafenib resistance in
hepatocellular carcinoma

Cancer Science 1996～2003

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sakurai Toshiharu、Yada Norihisa、Hagiwara Satoru、Arizumi Tadaaki、Minaga Kosuke、Kamata Ken、
Takenaka Mamoru、Minami Yasunori、Watanabe Tomohiro、Nishida Naoshi、Kudo Masatoshi

108
 １．著者名

10.1093/annonc/mdx183

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tumor Immune Microenvironment and Nivolumab Efficacy in EGFR Mutation-Positive Non-Small Cell
Lung Cancer Based on T790M Status after Disease Progression During EGFR-TKI Treatment.

Ann Oncol 1532-1539

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Haratani K, Hayashi H, Tanaka T, Kaneda H, Togashi Y, Sakai K, Hayashi K, Tomida S, Chiba Y,
Yonesaka K, Nonagase Y, Takahama T, Tanizaki J, Tanaka K, Yoshida T, Tanimura K, Takeda M,
Yoshioka H, Ishida T, Mitsudomi T, Nishio K, Nakagawa K.

28

10.3892/ijo.2017.3961

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical significance of Akt2 in advanced pancreatic cancer treated with erlotinib.

Int J Oncol 2049-2058

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Banno E, Togashi Y, de Velasco MA, Mizukami T, Nakamura Y, Terashima M, Sakai K, Fujita Y,
Kamata K, Kitano M, Kudo M, Nishio K.

50
 １．著者名



2018年

〔学会発表〕　計96件（うち招待講演　80件／うち国際学会　4件）

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第6回Liquid Biopsy研究会（招待講演）

日本神経免疫学会WEB講演会（招待講演）

第79回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

坂井 和子

角田郁生

西尾 和人, 坂井 和子, 倉 由吏恵, 竹ヶ原 京志郎, デベラスコ・マルコ

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

リキッドバイオプシーの新展開

“ウォークMS” 多発性硬化症に挑む研究のあゆみ

大腸炎誘発大腸癌と微生物叢の多様性のインタラクトーム解析

10.1016/j.bbrc.2017.10

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Supplementation of pancreatic digestive enzymes alters the composition of intestinal microbiota
in mice.

Biochem Biophys Res Commun 273-279

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nishiyama H, Nagai T, Kudo M, Okazaki Y, Azuma Y, Watanabe T, Goto S, Ogata H, Sakurai T. 495
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第79回日本癌学会学術総会

第79回日本癌学会学術総会

第27回日本免疫毒性学会学術年会（招待講演）

第32回日本神経免疫学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

倉 由吏恵, 坂井 和子, 藤田 至彦, 野澤 昌弘, 吉川 和宏, 西尾 和人, デベラスコ・マルコ, 植村 天受

デベラスコ・マルコ, 倉 由吏恵, 坂井 和子, 野澤 昌弘, 吉川 和宏, 西尾 和人, 植村 天受

角田郁生, 鳥山重光

角田郁生, 尾村誠一、佐藤文孝、崎山奈美江、Sundar Khadka、中村優美和、朴雅美、藤田貢

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ten欠損前立腺癌におけるJAK1/2標的治療が糞便中のマイクロバイオームに与える影響について

多発性硬化症のウイルス誘導性CNS免疫モデル：マックス・タイラーと野口英世

タイラーウイルスによる急性灰白脳脊髄炎・多発性硬化症動物モデル：分子相同性から腸内細菌叢まで

前立腺癌特異的Ptenノックアウトマウスにおけるマイクロバイオームについての検討



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Sendai Conference 2019（招待講演）（国際学会）

第57回日本癌治療学会学術集会（招待講演）

第78回日本癌学会学術集会

第78回日本癌学会学術集会

 ３．学会等名

西尾和人

櫻井俊治　坂井和子　永井知行　樫田博史　筑後孝章　根津理一郎　西尾和人　工藤正俊

デベラスコマルコ　倉由吏恵　森康範　清水信貴　大關孝之　坂井和子　野澤昌弘　吉村一宏　吉川和宏　西尾和人　植村天受

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sato F, Omura S, Park A-M, Fujita M, Khadka S, Sakiyama N, Katsuki A, Nakamura Y, Nishio K, Tsunoda I

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

腫瘍免疫環境プロファイルと抗腫瘍免疫反応

Altered microbiota could affect distinct CNS immune gene expressions in the Theiler's virus model of MS

がん微小環境におけるトランスレーショナルリサーチの現況と展望

潰瘍性大腸炎関連大腸癌の予防における内視鏡的粘膜下層剥離術の役割

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

新学術領域研究【化学コミュニ】第5回公開シンポジウム

第23回日本がん分子標的治療学会　学術集会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第23回日本がん分子標的治療学会シンポジウム（招待講演）

The 67th Annual Meeting of the Japanese Society for Virology（招待講演）

坂井和子　櫻井俊治　上嶋一臣　角田郁生　尾村誠一　高濱隆幸　西尾和人

坂井和子　西尾和人

櫻井俊治

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

炎症に起因する病態における宿主とその微小環境との相互作用は生体リガンドを介した化学コミュニケーションとして作用する

宿主と環境の遺伝子解析に基づくがん分子標的探索

腸内細菌叢とがん

Alteration of microbiota and immune gene expressions in the central nervous system in a picornavirus-induced acute flaccid
myelitis model.

 １．発表者名
Sato F, Omura S, Park A-M, Fujita M, Khadka S, Nishio K, Tsunoda I



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第23回腸内細菌学会（招待講演）

第19回日本蛋白質科学会年会・第71回日本細胞生物学会大会 合同年次大会　共催シンポジウム　化学コミュニケーションのフロンティア
（招待講演）

角田郁生　尾村誠一　西尾和人

尾村誠一　佐藤文孝　藤田貢　朴雅美　スンダル・カドカ　角田郁生

尾村誠一　佐藤文孝　藤田貢　朴雅美　スンダル・カドカ　角田郁生

 ３．学会等名

第31回日本神経免疫学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

多発性硬化症における中枢神経系と腸内細菌叢のコミュニケーション

多発性硬化症ウイルスモデルにおける腸内細菌叢の変化と中枢神経系炎症性脱髄病変との関連

ウイルス性脳脊髄炎モデルにおける中枢神経病態と腸内細菌叢との関連性

第24回日本神経感染症学会総会学術大会（招待講演）

多発性硬化症ウイルスモデルにおける中枢神経系炎症性病態と腸内細菌叢変化との関連性の検討

 １．発表者名
尾村誠一　佐藤文孝　朴雅美　藤田貢　角田郁生



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

「化学コミュニケーションのフロンティア」の第6回公開シンポジウム

第23回日本がん分子標的治療学会

化学コミュニケーションのフロンティア 若手シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

天野恭志

角田郁生　佐藤文孝　尾村誠一　Sundar Khadka　藤田貢　朴雅美　甲木蒼紫　中村優美和　崎山奈美江　Felicia Lindeberg

尾村誠一　佐藤文孝　Sundar Khadka　中村優美和　甲木蒼紫　西尾和人　掛谷秀昭　角田郁生

天野恭志　上田健　古室暁義　岡田斉

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

テロメア損傷は、Sirtuin遺伝子群の発現を抑制し、肝線維化を促進する

ウイルス誘導性てんかん動物モデルと免疫系

多発性硬化症動物モデルにおける水溶性プロドラッグ型クルクミン CMG の治療効果と腸内細菌叢変化

Sirt1-NAD+経路による炎症性腸疾患関連大腸がんの抑制機構の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

第53回日本てんかん学会学術集会（招待講演）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第92回日本生化学会

Cancer immunotherapy（招待講演）

がんゲノム医療コーディネーター研修会（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

天野恭志　上田健　古室暁義　岡田斉

西尾和人

西尾和人

西尾和人

Novartis LC Medical Seminar（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sirt1-NAD+経路による炎症性腸疾患関連大腸がんの抑制機構の解明

効くがんを見つける～バイオマーカー探索 up to date～

ゲノム医療で使用される用語の説明

肺がんにおけるバイオマーカー研究とコンパニオン診断～現状と課題～

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

がんゲノム医療講習会（招待講演）

GIOTRIF  Meet the Expert in 北陸（招待講演）

ASCO 2019 Genitourinary Cancers Symposium（国際学会）

第34回名古屋国際癌治療シンポジウム（招待講演）

西尾和人

Shinichi Sakamoto, Keisuke Ando, Nobushige Takeshita, Satoshi Yamamoto, Akira Komiya, Kazuto Nishio, Tomohiko Ichikawa,
Yusuke Imamura;

西尾和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西尾和人

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がん遺伝子パネル検査時代におけるEGFR遺伝子変異検査の位置づけ

Clinical significance of AR amplification from cf DNA among Japanese castration-resistant prostate cancer patients.

In house clinical sequencing for targeted therapy and immuno oncology
 ２．発表標題

がんゲノム医療がもたらすもの

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第6回JMACシンポジウム（招待講演）

第3回Liquid Biopsy研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

平成30年度　がんプロ教育合同フォーラム（招待講演）

第12回日本海肺癌化学療法研究会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Liquid Biopsyのこれから

がんゲノム医療のための人材育成

マルチコンパニオン時代の肺がんプレシジョンメディスン

リキッドバイオプシー技術のもたらす未来と展望「近大　ctDNAについて」

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Basic Biology Seminar in Okayama（招待講演）

第49回神戸肺癌カンファレンス（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

日本バイオセラピィ学会・日本がん免疫学会合同シンポジウム（招待講演）

NCCがん専門相談員向け研修会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

クリニカルシークエンスとリキッドバイオプシー

NGSを用いたがんゲノム医療の実装

がんゲノム医療の現状と今後、免疫療法への応用

がんゲノム医療：基本として理解しておくこと

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本遺伝子診療学会遺伝子診断・検査技術フォーラム（招待講演）

第6回遺伝看護セミナー（招待講演）

第59回日本肺癌学会　学術集会 イブニングセミナー（招待講演）

第59回日本肺癌学会　学術集会（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西尾和人

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がんゲノム医療① がんクリニカルシークエンス　Beyound BRCAs

プレシジョンメディシンの最新動向と実装

がん遺伝子パネル検査時代におけるEGFR遺伝子変異検査の位置づけ”Positioning of EGFR gene mutation test in the era of cancer
genomic panel testing”,

 ２．発表標題

がんゲノム医療の提供体制

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回大分県腫瘍・血液内科懇話会（招待講演）

WJOG　大阪市民公開講座（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

第59回日本肺癌学会　学術集会（招待講演）

市民公開講座　（おれんじの会）（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

がんゲノム医療の基本知識

Homebrew NGSパネル検査の経験から

個別化医療によって変わる　がん患者のこれから

がんの遺伝子パネル検査の実装

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Immuno-Oncology webライブセミナー（招待講演）

第4回　WJOG合同グループ会議（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

Translational Reserch seminar（招待講演）

第56回　日本癌治療学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

次世代シークエンサーを用いたバイオマーカー研究の現状と将来展望

がんゲノム医療時代のWJOG試験

がんのクリニカルシーケンスの実装

リキッドバイオプシーの臨床応用

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本臨床検査自動化学会 第50回大会 サテライトセミナー（招待講演）

神戸大学医学部付属病院　地域がん診療連携拠点病院機能強化事業（招待講演）

九州大学胸部疾患研究施設第６６回開港記念講演会（招待講演）

近畿大学がんゲノム医療 第2回がん薬物療法研修（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西尾和人

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がんゲノム医療時代の到来と課題特別講演「Precision Medicineの現状と展望」

遺伝子パネル検査によるがんクリニカルシークエンスの実装

がん遺伝子パネル検査の実施にあたり知っておくべきこと
 ２．発表標題

肺がん診療の現在と未来

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大阪府立大学　がん看護講演会（招待講演）

BMSパートナリング＆イノベーションセミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

Lung Cancer Symposium（招待講演）

日本皮膚科学会大阪地方会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Precision Medicine and its role in the treatment of oncology

肺癌治療におけるバイオマーカーの利活用

がん遺伝子解析研究からプレシジョンメディスン実装へ

がんの個別化医療の実際と展望

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Applied Biosystems and Ion Torrent World Tour（招待講演）

Lung Cancer Conference2018（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

Premium Meet The Expert（招待講演）

Lung Cancer Precision Medicine Conference 2018（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がんクリニカルシークエンスの現場（監督）

肺癌診療における次の一手 遺伝子パネル検査時代のコンパニオン診断~NGSは万能か?~,

肺癌におけるクリニカルシークエンス

肺がん領域におけるプレシジョンメディスンの実践と今後の展望

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第一回中外メディアカンファレンス（招待講演）

がん研有明病院　薬剤部（招待講演）

第16回日本臨床腫瘍学会　学術集会（招待講演）

第16回日本臨床腫瘍学会　学術集会（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西尾和人

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がんの発生、転移、薬剤耐性

非小細胞肺癌におけるゲノム医療の実装

International Symposiumテーマ：Biomarker reserch for next generation of HCC therapy次世代FCC治療におけるバイオマーカー研究
 ２．発表標題

今後のゲノム医療の展望～普及のために何が必要か？～

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第4回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウム（招待講演）

第18回国際薬理学・臨床薬理学会議（WCP2018）（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

第16回日本臨床腫瘍学会　学術集会（招待講演）

第25回日本遺伝子診療学会大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Liquid biopsy for clinical sequencing

日本癌学会・日本癌治療学会・日本臨床腫瘍学会合同シンポ テーマ：がんゲノム医療の実装に向けたがん遺伝子パネル検査の診療ガイダ
ンスと人材育成

臨床検査におけるがんクリニカルシーケンス～リキッドバイオプシーへの展開

セッション6「がんゲノム医療に必要な人材育成」「エキスパートパネルの人材育成」

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本膵臓学会大会（招待講演）

第46回箱根呼吸討論会（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

西尾和人

第16回　JSMOプレスセミナー　（招待講演）

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会　市民公開講座（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リキッドバイオプシーによるがん分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬の効果予測

クリニカルシークエンスの実装に向けて

がんゲノム医療

がんゲノム医療で何かわかるのか？

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

近畿大学がんゲノム医療　がん薬物療法研修（招待講演）

名古屋市立大学　血液腫瘍内科学教室・呼吸器免疫アレルギー内科学教室　合同集談会（招待講演）

カレントテラピー座談会（招待講演）

第18回日本抗加齢医学会総会（招待講演）

西尾和人

西尾和人

西尾和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西尾和人

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がんゲノム医療の実装に向けての現状と展望

次世代シーケンスパネル（腫瘍検体、リキッドバイオプシーを含む）の承認とがんゲノム中核拠点等の体制整備

シンポジウム：Precision medicine 最前線「がんクリニカルシークエンスの実装」
 ２．発表標題

がんゲノム医療による個別化医療

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Premium Meet The Specialist（招待講演）

第22回日本がん分子標的治療学会　学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高濱隆幸

西尾和人

西尾和人

西尾和人

第４１回日本呼吸器内視鏡学会学術集会（招待講演）

第26回日本外科学会　第26回生涯教育セミナー（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

腸内細菌叢と腸管炎症・がん化のインタラクションに関する検討

呼吸器内視鏡における新技術「内視鏡サンプルを用いたがんゲノム医療」

肺癌・消化器癌における遺伝子パネル検査を用いたprecision medicine

希少肺がんのクリニカルシークエンス

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学コミュニケーションのフロンティア　第3回公開シンポジウム（招待講演）

化学コミュニケーションのフロンティア　第2回若手シンポジウム（招待講演）

西尾　和人

高濱隆幸

櫻井俊治

櫻井俊治

化学コミュニケーションのフロンティア　第1回国際シンポジウム（招待講演）

第77回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

宿主と環境の遺伝子解析に基づくがん治療

遺伝子解析を通して考える、がん・炎症性腸疾患における腸内細菌叢と宿主のinteraction

Gankyrin in the small intestine controls colonic microbiota and attenuates colitis

Stress response protein RBM3 promotes the development of colitis-associated cancer.
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